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決算実績の全体概況について説明します。
5ページ、6ページの数表も併せてご参照ください。

当第1四半期の実績は総じて前年同期を下回っており、低調に見受けられると思わ
れますが、本年5月11日に公表した新型コロナウイルスの影響を踏まえた年間見
通しに照らし合わせると、概ね想定の範囲内で推移していると評価しています。

通期業績見通しの達成に向けて、工事進捗の挽回や固定費削減等の取り組みを
引き続き進めてまいります。

受注、売上収益、事業利益等の各項目については後ほど説明します。
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5ページの2020年度第1四半期実績をSpaceJet関連のものと、それを除いた定常収
益に分解して表示しています。
SpaceJetについて補足すると、事業利益△688億円には、6月1日に買収を完了した
カナダBombardier社のCRJ事業買収に伴って生じたのれんに関する減損損失が含
まれています。
なお、前年同期においては、SpaceJetの開発費の相当部分を資産計上していたこと
もあり、54億円の損失にとどまっていました。
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ドメイン再編に伴い、今年度から開示セグメントを一部見直しています。具体的には、
従来「インダストリー＆社会基盤」と称していたセグメントを、「プラント・インフラ」と
「物流・冷熱・ドライブシステム」に区分しましたが、対比を容易にするため、この新
区分に合わせて前年同期の数字を示しています。

それぞれの内容については、10ページ以降で補足します。
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総資産は、前年度末から872億円増加し、5兆729億円となりました。
当社の第1四半期においては、総資産が増加、フリーCFがマイナスというのが通常
の傾向であり、本年も同様の動きとなっています。
なお、本資料には掲載していませんが、前年同期の総資産は5兆2,161億円でした
ので、そこからは約1,400億円減少しています。

また、7月31日に三菱日立パワーシステムズ（株）（MHPS）の株式譲渡が本年9月に
実施予定となった旨を公表しましたが、この取引を終えると、総資産が4,078億円圧
縮されることになります。

有利子負債の内訳は赤枠内に示しています。フリーCFがマイナスだったこともあり、

有利子負債の額は増加していますが、資金調達は特段の問題なく実施出来ていま
す。
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主要財務指標はいずれも悪化傾向のように見えますが、これは当初から想定して
いる年度内の変動の範囲に収まっています。
なお、先ほど申し上げたMHPSの株式譲渡の影響を反映すると、自己資本比率は、
ここに記載している22.5%から24.4%となります。

営業CFが前年同期に比べて悪化していますが、主に利益の減少と棚卸資産の増
加に起因しています。
投資CFの増加は、主にCRJの買収資金の拠出によるものです。
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受注高は新型コロナウイルスの影響もあり、前年同期比で全般的に低調でしたが、
エナジーにおいてはGTCCでプラントの受注があったことなどにより増加しました。
受注残高は、当期の売上収益が受注高を上回ったことから2019年度末に比べて減
少しています。

なお、受注残高のグラフで破線で示している洋上風車については、当社とデンマー
クVESTAS社の合弁事業として実施しているものです。6月にスコットランドで大型プ
ロジェクトを受注した影響で受注残高が増加しています。
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新型コロナウイルス感染拡大による経済環境変化の影響を大きく受けている事
業、特に航空機関連や自動車関連、その他量産品事業を中心に減収の部門が多
くなっています。
一方で、国内のインフラを中心とする原子力や防衛関連は堅調に推移しています。
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前年同期と比べると、前頁の売上収益と同様の動きをしています。

なお、19ページ以降の「補足資料」の中で、各セグメントの状況等についても記載し
ていますので、併せてご確認ください。
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本スライドでは、前年同期対比での事業利益の増減要因について説明していま
す。
2019年度第1四半期の事業利益はSpaceJetを除く定常収益ベースで459億円でし
た。当年度第1四半期の定常収益は△24億円でしたが、その差を示しています。

ピンク色の左端△430億円は、民間航空機や中量産品事業における主として新型

コロナウイルス影響による売上減少に伴う減益を示しています。これは年度見通し
公表時に示した新型コロナウイルスによる減益影響1,400億円に概ね対応するもの
です。四半期ベースでは第1四半期が新型コロナウイルスの影響が最も大きいと想

定しており、通期見通しとの対比では想定の範囲内で推移しています。詳細につい
ては次ページで補足します。

その右側の△100億円は、今述べた事業以外の事業における売上増減による減益

です。これには、新型コロナウイルスによる海外プラント工事の遅れ等の影響も含
んでいます。

為替影響は、前年同期に比べて売上平均計上レートが1ドル当り3円強円高に振れ
た（110.87円から107.43円）ことなどによる利益減少です。

ここから固定費削減等のコスト改善が+110億円、その他プロダクトミックス変動など
が△33億円となっています。
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このスライドは、本年5月11日に今年度の見通しを説明した際の新型コロナウイル
ス影響の想定に、第1四半期時点での状況を追記したものです。

民間航空機のTier1（Boeing向けを中心とした機体の供給事業）の売上収益は、第1

四半期においては新型コロナウイルスの影響を考慮しない当初計画に対して約半
減となりました。OEM（Original Equipment Manufacturer）での生産調整を受けて当
社でも生産調整を行ったことなどから、減少幅が大きく出ています。通期では第1四

半期がボトムと見込んでいますが、先行きの生産計画にはまだ流動的な部分もあ
るため動向を注視しています。場合によっては、当初予定の最大減少幅を若干超
過するリスクも踏まえながら対策を講じているところです。

航空エンジンについては、第1四半期は当初想定したボトムラインで進捗しました。

底打ちした印象はありますので、このまま推移すると通期でも当初想定の範囲内に
収まるものとみています。

中量産品については、第1四半期では想定レンジを超える減収のように見えるかも
しれませんが、4月をボトムとして回復傾向にあり、中量産品全体としては、年度首
の計画よりも若干良い推移となっています。

第1四半期の実績を総括すると、繰り返しになりますが、CRJ買収に伴って生じたの

れんの減損損失の計上や、新型コロナウイルスの影響による減収等により、前年
同期比で大幅な減収減益となりましたが、その損失の程度は通期見通しの範囲内
でコントロール出来ており、概ね手堅く推移していると考えています。
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16ページから18ページでは通期の業績見通しを示していますが、5月11日に公表し
た数値から変更はありません。
第1四半期の進捗が年度見通しに比べて少し低調に見えるかも知れませんが、新
型コロナウイルスの影響が最も大きいのが第1四半期と想定しており、通期予想の
ラインからは大きく外れていないことから据え置いているものです。

もちろん、この先も経済情勢は不確定な面が大きいと感じていますので、油断する
ことなく引き続き注視を続け、その状況変化に応じて施策を講じていきます。

以上で2020年度第1四半期決算の説明を終わります。
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